
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 白治会加入で安心生活
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・∫（　一４４中一・・・

・ド
駒
一．れ，．
道
路
網
整
備
工
事
に
備
え
た
交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
教
室
と
横
断
幕
の
設
置
等
啓
発
事
業
を
実
施

彗

トト
，キ
略 ト

ビ

ツ
ク
ス

国
道
４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス
の
令
和
９
年
度
全
線
開
通
、
市
道
五
反
地
沖
線
の
２
車
線
化
に
向

け
た
道
路
整
備
工
事
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
交
通
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

地
域
で
は
、
交
通
事
故
の
防
止
の
た
め
、
交
通
安
全
教
室
や
横
断
幕
の
設
置
に
よ
る
啓
発
な
ど
香

川
県
の
助
成
を
得
て
諸
事
業
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
の
で
き
る
法
の
郷
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
に
多
数
参
加

ア
ン
ケ
I

ト

習
結
果
か
ら

フ
月
２３
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

で
、
生
活
環
境
の
変
化
を
自
分
事
と
し
て

捉
え
安
全
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
子
ど
も

を
含
む
ν
名
が
参
加
し
、
交
通
安
全
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
ビ
デ
オ
視
聴
、
反
射
材
着
用

の
効
果
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

・
室

内
で
模
擬
信

号
機
と
横
断

用
マ
ッ
ト
を

使
用
し
横
断

の
仕
方
な
ど

を
学
び
、
意

識
啓
発
の
た

め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

提
出
者
８０
名
の
内
殉
代
以
上
は
５８
名
で

ル

・
５
％
で
し
た
。

一
例
で
す
が

「信
号
が
青
に
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
渡

っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
の
間
い
に
、全
世
代
通
し
て

「い

ぃ
ぇ
」
８‐
％

「は
ぃ
」
１９
％
で
し
た
ｏ

凛軍 Й

集
ま
っ
た
回
答
か
ら
、
交
通
安
全
に
関

す
る
意
識
の
向
上
や
年
齢
層
ご
と
の
特
徴

で
は
◆
信
号
が
変
わ
っ
て
も
す
ぐ
に
渡

っ
て
よ

い
と
考
え
る
人
は
全
体
の
２
割
に
と
ど

ま
っ
た
も
の
の
、
こ
の
認
識
は
安
全
面

か
ら
見
る
と
問
題
が
あ
る
。

◆
全
世
代
を
通
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
、　
一
時
停
止

や
信
号
の
遵
守
と
い
っ
た
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
に
対
す
る
意
識
は
比
較
的
高

く
保
た
れ
て
い
た
。　
一
方
で
、
自
転
車

に
乗
る
際
の
反
射
材
の
着
用
や
、
横
断

歩
道
で
は
自
転
車
を
降
り
て
渡
る
と
い

う
行
動
は
、
意
識
が
十
分
に
浸
透
し
て

い
な
い
。

◆
回
の
取
り
組
み
の
中
で
、
最
も
意
識

の
改
善
が
見
ら
れ
た
の
は

「反
射
材
の
着

用
」
に
関
す
る
項
目
。
研
修
実
践
を
通
じ

て
反
射
材
の
有
効
性
が
実
感
で
き
、
理
解

促
進
に
つ
な
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

oo0120コ 0フ巨8848

◎株あ
丸亀市飯山町下法軍寺691-6

きものと‖

9:30～ 19:00 火曜日定休
http://www hayashiya‐ group com/

地域社会の皆様と共に

AM9:00～ PM7:00

丸亀市綾歌町栗熊東

TEL 087フ‐86口3666
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
ル
ー
ル
運
守
深
ま
る

学
校
の
２
学
期
が
始
ま
り
、
地
域
全
体

が
渚
気
に
満
ち
た
日
々
の
中
、
９
月
２‐
日

か
ら
３０
日
ま
で
香
川
県
は

「歩
行
者
優
先

守
る
け
ん
　
か
が
わ
県
」
を
掲
げ
て
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
を

ク
「
つ
け
る
」
「見
つ
け
る
」

反
射
材
と
ラ
イ
ト
で
安
全
確
保
ク
と
し
、

交
通
事
故
の
な
い
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

◆
歩
行
者
は
安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
、
遠
回
り
で
も
横
断

歩
道
を
渡
る
。
手
を
上
げ
る
な
ど
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
横
断
す
る
意
思
を
伝
え
、

左
右
の
安
全
確
認
を
す
る
。
反
射
材
や

明
る
い
服
を
身
に
着
け
る
。

◆
な
が
ら
ス
マ
ホ
は
危
険
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
早
め
に
ラ
イ
ト
の
点
灯
、
対
向
車
な

ど
が
い
な
い
と
き
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活

用
を
。
飲
酒
運
転
等
の
根
絶
。

◆
自
転
車

・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
、
遵
守
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
。

◆
高
齢
者
の
安
全
通
行
の

確
保
、
高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
防
止
。

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
使
用
の
徹
底

ト
ビ

ツ
ク
ス

「自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

を
守
り
ま
し
ょ
う

Ⅲ
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

日
交
差
点
で
は
信
号
と

一
時
停
車
を

守

っ
て
、
安
全
確
認

口
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

□
飲
酒
運
転
は
禁
止

日
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

r

ヽ

交通安全啓発のため

反射材付きマスコットを配布

F≧
=■
テf守基 、

ゞ う

メ,貞

こ う

ぐ 徽

●:ゞ1岳

=・    「

F「!'ユ

交
通
安
全
現
地
語
習
会
や
横
断
幕
設
置
に
よ
る
交
通
安
全
意
識
の
啓
発

◆
１０
月
２６
日
開
催
の

「法
の
郷
い
き
い

き
ま
つ
り
２
０
２
５
」
で
、
９
月
に

募
集
し
採
用
さ
れ
た
飯
山
南
地
区
交

通
安
全
の
標
語
を
発
表
し
、
横
断
幕

に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
の

フ
エ
ン
ス
に
取
り
付
け
、
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
、
時
速
５
キ
回
の
衝
撃
の
大
き
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

『シ
ー
ト

ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
』
が
や
っ
て

き

ま

す
。

こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
体

験
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
‐２
月
５
日
は
、交
通
安
全
教
育
車

「ま

な
ぶ
ち
ゃ
ん
」
が
来
車
し
次
の
よ
う

な
交
通
安
全
体
験
を
行
い
ま
す
。

・
ミ
ニ
歩
行
環
境
シ
ュ
ミ
レ
ー
ダ
ー

（わ
た
郎
君
）

。
自
転
車
シ
ュ
ミ
レ
ー
ダ
ー

・
運
転

・
歩
行
能
力
診
断
点
灯
く
ん

上
盆
連
蛋
全
グ
イ
ズ
く
ん

（タ
ッ
チ
く
ん
）

・
動
体
認
知
測
定
装
置

そ
の
後
、交
通
安
全
現
地
講
習
会

（市

道
五
反
地
沖
線

（通
学
路
）
バ
イ
パ
ス

道
西
側
で
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

登下校時の見守り活動

朝の通学路立哨渚動

(寺井交差点他6地点)

下校時の児童見守 り

(国道438号 四反地三叉路他9方面)
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ト
ビ

ツ
ク
ス変

わ
り
ゆ
く
法
の
郷

国
道
４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス
の
９
年

度
全
線
開
通
に
む
け
、
大
束
川
に
架
か
る

法
勲
寺
橋
、
片
側
の
橋
梁
新
設
工
事
が
来

年
１
月
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

橋
桁

（長
さ
２０

．
４２

ｍ
ヽ
桁
１７
本
）
は
、

７
月
中
旬
に
大
型
車
両
で
神
戸
か
ら
搬
送

さ
れ
、
架
設
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
善
通
寺
府
中
線
交
差
点
か
ら
善

通
寺
綾
歌
線
の
１
３
０
９
ｍ
は
、
‐１
月
中

旬
完
成
、
舗
装
、
区
画
線
、
標
識
、
照
明

工
事
が
終
了
す
れ
ば
、
全
線
開
通
が
待
た

れ
ま
す
。

上
法
軍
寺
岡
面
西
端
と
西
の
山
は
谷
部

に
盛
上
を
し
、
構
造
物
設
置
等
整
備
工
事

が
完
了
、
路
面
舗
装
工
事
の
み
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
大
き
な
変
貌
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
ダ
ー
か
ら
の
眺
め
で
、
小
さ
な
谷
が

無
く
な
り
、
北
か
ら
南
を
望
む
光
景
は
道

が
天
に
繋
が
る
よ
う
で

「天
空

へ
の
道
」

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
２
年
後
に
は
バ
イ

パ
ス
道
に
車
が
行
き
交
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
最
も
利
用
度
が
高
い
市

道
五
反
地
沖
線
の
道
路
整
備
工
事
が

ス

ダ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
国
道

４
３
８
号
四
反
地
三
叉
路
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
東
入
□
ま
で
の
１
４
９
・８

ｍ
で
、
２
車
線
化
に
向
け
水
路
の
付
け
替

え
路
盤
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
工
事
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
地
域
に
渚
性
化
、
活
力

を
も
た
ら
す
か
想
像
が
尽
き
ま
せ
ん
。

蒼ノ〃案の茸透事庁々の行徴

●どのような事故が多いか

29

車両相互

21083件
死者6人

※自転車は含まない

42

中 発生件数
…
死者敬

165

匹眸郷人対車両
272件
死著10人

124

(人 )

15的
ｍ
　
　
嗣
　
　
印

⑭
Ш
　
　
　
　
　
　
鰤

●

・
・
・
・

●

●

・

・

・

●

●

‥

‥

拳

537

●

‥

‥

‥
10

0

0

そ
の
他

工
作
物

横    そ    出

軍   宅    a
面
後〕
突

他

追
突

出

R骨

～   2時 ～  4時 ～

そ

8時 ～

右
析
時

事故2,943件中、約3割の934件が車両相互の追突事故です。

人対車両の事故での死者数10人のうち7割の7人が道路横断中の事故で亡くなっています。

(車両単独事故による死者数も多く、全死者数のうち約3割の8人が四輪や自転草などの単独事故で亡くなっています。

1発生件数 ‐ ‐死者数

496
449

381
313

灼

Ю

　

８

0

12時～  14時～   16時 ～  18時～  20時 ～  22時 ～

香川県警察本部交通部資料掲載

●時間帯別発生状況

32
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事故は通勤通学時間帯に多く、死者数は夜間に多くなっています。



保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

【内
容
】血
圧
体
組
成
測
定
・検
尿

【日
時
】
４０
月
１５
国
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室

【対
象
】市
民

【問
合
】市
健
康
課
　
盆
２
４
１
８
８
０
６

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
訓
練

（下
法
軍
寺
地
区
）

【国
時
】
１０
月
４
日
（土
）

９
時
～
１２
時

【場
所
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

【対
象
】
下
法
軍
寺
地
区
自
治
会
長
・防
災
協
力
員

民
生
児
童
委
員
・福
祉
マ
マ
他

生
一を
学
習

ク
ラ
ブ

献
湖
南
茶
道
部

南
茶
道
部
は
先
生
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
正
座
と
椅
子
で
季
節
の
お
点
前

を
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【日
　
時
】第
１
。第
３
木
曜
日

‐８
時
３。
分
～
２‐
時

【場
　
所
】和
窒

【指
導
者
】秦

由憂
子

質
不　
費
】月
２
０
０
０
円

【申
込
・問
合
】井
内
信
子

奮
０
９
０
１
４
５
０
５
１
９
０
７
６

あ
ん
な

エ
|

ル

ど
あ
ん
′な
い
　
十
三
皇
ご
３
一イ

東
小
川
団
地
自
治
会
長

佐
川
　
晴
雄
売

小
山
自
治
会
長滝
坂
　
賢
三
さ
ん

ュ
ニ
テ
ィ
・自
治
会

功
労
表
彰

令
和
フ
年
度
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

。
自
治

会
長
研
修
会
が
８
月
２４
日
、
ひ
ま
わ
リ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

◆
コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
功
労
賞
表
彰

◆
自
治
会
功
労
者
表
彰

Ⅷ

飯山南
保育所

秦 佳子 さん

萱原 洋子 さん

水遊び きもちいいね! 提錦:親子一斉清掃/夏休み作品展

ゝ 暑い日が続いた

今年の夏。子どもた

ちは、絵の具でペダペダ、ヌ

ルヌルとフィンガーペイン

ティングをしたり、石鹸を

削つての泡づくりや食紅を

使つての色水遊びを楽しん

だりしました。

夏ならではの水遊びを通

活動日:8月 24日 (日 )

参加者 :児童・保護者・教職員

場 所 :飯山南小学校

8月 24日 (日 )の「親子一斉清掃」では、早朝にも拘ら

ず、たくさんの児童と保護者の参力□があ
')ま
した。まだま

だ続く暑さの中、生い茂つた草を抜いたり、枯れ葉や泥

が溜まった溝を掃除したり、学級園の畝づく
')を
したり

と、親子で/Sヽれあい、力を合わせて学校の環境整備にご

協力いただきました。見違える程さつぱ
')と
した運動場

や中庭では、2学期からも子どもたちがのびのびと元気

いつぱいに過ごすことができます。

また、「夏休み作品展」は、子どもたちのがんばりが光

る作品が揃い、夏休みの充実が伺えました。

⌒

して、水の冷たさや温かさ、水を流したりすくつたり色を

混ぜたりすることでの水の変化の面白さが子どもたち

の五感を束」激し、好奇心や意欲につながっています。

これからも子どもたちの“やつてみたい"という気持ち

を大切にし、さまざまな体験を子どもたちと楽しんでいき

たいと思います。 ・ 二■
=iェ
■■‐‐

|｀―  ′

「||■ r:孝

i謹ふ

″

正一ル
く(〈  Yeti 〉〉〉

II=

◆

1鶏♂―
章

｀
 どす   ■・

ヨ
Eiζ

'こ

:こ:|=. ガ

々

 ́ イ
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

◎
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

当
施
設
は
、
△
羽
和
６
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
新
し
い
施
設
な
ら
で
は
の
快
適

さ
と
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
入

居
者

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
尽
力
し
て
お
り

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
た
居
室
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
々
と
し
た
共
有
ス

ペ
ー
ス
で
は
ほ
か
の
入
居
者
と
の
交
流
も
生

ま
れ
、
に
ぎ
や
か
な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
。

ま
た
、
訪
間
介
護
施
設
も
併
設
し
て
お

り
、
介
護
職
員
が
身
体
介
護
（入
浴
・排
泄
・

食
事
介
助
）
や
生
渚
援
助
（掃
除
・洗
濯
）
な

ど
二
十
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
い

た
し
ま
す
。よもき

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
フ
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年

が
経
っ
た
当
施
設
で
は
、
皆
で
楽
し
く
体
操

し
た
り
、
田
心
わ
ず
笑
顔
に
な
れ
る
楽
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
温
ま
る
お
風
呂
に
浸
か
り
、
栄
養

満
点
の
美
味
し
い
お
食
事
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
素
敵
な

時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
ス
ダ
ッ
フ

一
同
心

が
け
て
い
ま
す
。

「よ
も
ぎ
」
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
と
気

に
な
っ
て
い
る
方
、
ち
ょ
っ
と
体
験
し
て
み
た

い
な
と
い
う
方
、
大
歓
迎
で
す
。
体
験
利
用

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ど
ち
ら
の
施
設
も
、
見
学
。相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ン

Ｌ
Ｌ
Ｅ
み
み
躍
動
す
る
は
た
な
た
一

「私
た
ち
自
身
の
家
族
が
利
用
し
た
い
施
設
」
卜
い

よ
つ

いき

住零翌有料を人ホーム
デイサービスセンター

舛

◆和 6年,月 にオープンして

1周年を迎えることおtて 0ま した0
M―茂デイサーピスを体験してみたい

Mデイサーピスの査■を検置している
ぜひ、お歓しください

'11

よもぎ一日の流れて十

お迎え
与

朝の会・パイタルチェッタ・

●
ラジ林 操・群 ・
個刷レクリエーション
・機能胡練・口睦体操

ぼ

馬  葛観
l●  ●

'

体 患察刊 円 のご案 向

↓
昼食・口瞳ケア
尋
休鷺
与

集団体操・集田レタリエーショ

j,1イぅ

送迎可鶴エリア 丸亀市・坂出市・機川町・字多浄町や

介護度
I日 体験

利用料金

`各

事代込ヽ

妥支援1 1200円

要支援2 1200日

墓介越 1 1400円

晏介護2 1500円

妥介護3 1600岡

垂企護4 1700円

妥介護5 1800円

住宅型有料老人ホームよもぎ

TEL(0877)85-7166

デイサービスセンターよもぎ

TEL(0877)85‐ 7167
飯山町下法軍寺536番地1 η卵

守栞
'亜

｀

議 兜

《岡
田
神
社
御
費
前
》

■
秋
ま
つ
り
御
神
輿
渡
御

≡

う

　

一
一
　

一し

一
　

じ

ゃ

　

一こ
　

ほ

う

　

ｆ

ん

【
讃
留
霊
王
伝
承
ゴ
■
》
息
ズ

耐量
　
　
車乗
島
　
和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

◎
岡
田
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎ。
・２４
十
五
十じ
】

《
岡
田
神
社
（お
か
だ
じ
ん
じ
ゃ
し

鎮

座

地
　
丸
亀
市
綾
歌
町
岡
田
西

一
〇
八
〇
番
地

武
甕
槌
命

天
児
屋
根
命
。大
物
主
命

神
社
由
緒
　
日
本
書
記
の
景
行
天
皇
記
に
、
『日
本
武
尊
の

御
子
０
武
卵
王
讃
岐
綾
氏
の
始
祖
な
り
』
と
あ

る
。社
博
に
０
武
卵
王
は
讃
留
霊
王
と
し
て
讃

岐
國
を
治
め
、
当
地
の
鎮
守
る
神
と
し
て
当
社

を
創
祀
と
伝
え
て
い
る
。

常香
川
縣
神
社
誌
〒
発
行
所
香
川
縣
神
職
會

昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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こ
れ

か
ら

の
教
育

を
展
望

す

る

（１
）

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
展
望
す
る

こ
と
と
す
る
。
昔
と
今
の
教
育
観
に
つ
い
て

少
し
ふ
れ
て
み
る
と
、
３０
数
年
以
前
の
学
校

教
育
は
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
知
識
を
よ

り
多
く
教
え
、
子
ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た

知
識
を
き
っ
ち
り
と
理
解
す
る
こ
と
に
主
眼

が
お
か
れ
て
い
た
、
い
わ
ば
先
生
主
導
の
話

め
込
み
授
業
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
か
ら

テ
ス
ト
前
日
の

一
夜
漬
け
勉
強
で
も
あ
る
程

度
は
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
低

動
を
大
切
に
し
た
子
ど
も
主
体
の
学
び
に
舵

が
取
ら
れ
た
。
先
生
主
体
か
ら
子
ど
も
主
体

の
問
題
解
決
学
習
が
誕
生
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
取
り
組
み
は
現
在
も
継
続
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、　
一
人

一
台
ダ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
渚
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
教
科
と
し
て
の

道
徳
教
育
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
教
育
渚

動
等
の
多
く
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（三
谷
　
秀
樹
）

不

易
一
流

行
・ケ)′ Sヽ
ゆ
つた

う き

学
年

（１
・２
年
）
の
生
渚
科
、

３
年
以
上
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
導
入
が
転
機
と

な
っ
て
、
知
識
偏
重
の
学
び

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活

6



10同 25日 (土 )
● 、、0了

~`nO― soFO 26日 〔日)「法の郷いきし
1きまつり2025」開催

法
の
郷
づ
く
り

，
ふ
れ
あ
い
交
流
室

】去の押ド
づくり い

・反射材入り積断幕標語発表

日飯山爾コミュニティアンケート提出者に
「自駈車交通ルール入リトイレットベーパーJ進塁

日薔遭パフォーマンス  ロ票り朝体験@法の郷公園駐車場

両手でお米をすくい、近似値ではかれたら

…
お米―含プレゼント!!

対象:高鞍生以下

・絵本の読み間かせ
・グラフトづくり(無料)東小川児童センダー
「くるくるまわるハロウィンステッキをつくろう」

・食改さんのばら寿司。きつね寿司

・南保育所保護会のフライドポテト

・ペプンドリング各種

・おやわか骨付鳥 (冷凍販売・試食あり)

・にじいろベーカリーのパン

・」A香,II飯山の山菜おこわ

・」A香川飯山の焼き鳥・かき氷
・特産品加工開発研究のお惣菜

・ふじみ園のお花

キiン ズ]― す…
・こどもお楽しみコーナー(駄菓子・ヨーヨーつり)

・めだかすくい

畿

「頷高生」X「こLわり麺や」コラ,す1商品 !

秋!野異電ユ:,色跳ピた  美ち
43訴]ず
にた

600円

螂Ⅷ
］

0
ム

||.:二 :|:|れ -1■言111ェ手イ丁I Fir i:,・ Il i.f:!

10月 15日 (水 )
10B寺 30分～ 11日寺
『Happy Hatto、 A/een

魔女とあそばう !』
～おばけのポンポンポッパーをつくろう!～

lill:11:1筆 す.|:::|:iす li::::i fil― :

10月 8日 (水 )
10日寺30分～ 11日寺30分

!lilデ

=|||‐
Ir ii■ず

10月はお体みです

|lf:i!|:IIi;1・ や|:手 i::手

it′ !:|―
' 時urす |:|li,|,i:|・ 1,デ I
40月はお休みです

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンターの本―ムページに Fふれあい交流室だより』を掲載しています。
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五 問 フロア

「血曽老化E測定J
丸亀市健康課

先着300名
プレぜント!!

・キッチンカー Fひ らたや[

フィッシュバーガー&フライドポテト
・フジグラン移動スープヾ― |おまかせくん :

とはんなんマルシェ〔小物・地元野菜〕

・第17回 チャリティーバザー (福祉ママ〕

パブ
:…
&fペ ント

コミュニテイ館内『支化瞑』

・飯山南保育所

・飯山こども園

・飯山南小学校

・法の郷著道教室

・飯山写友会フォト桃源

・切り絵ピーチグラブ

・書道教室めだか

・飯山高校 書道部

・飯山中学校 美術部

・手編クラブ

・法のlF[俳句会

・華月会

ワ
各
鮮10同 26日 (日 )唾外イペント

9:30
9:40
10:00
10:20
10:35
10:55
11:15
11:25
11:40
12:00
12:30
12:50
13:05
13:25
13:45
14:05
14:15

飯山おじょも太鼓

開会式

浦安の舞

3B体操飯山クラブ

飯山南太極挙クラブ

大正琴グー

讃山支法勲寺太鼓

交通安全標語発表

飯山高校書道パフォーマンス

休憩

飯山中学校 坂本念仏踊伝承教室
飯山南空手道教室

プアナ三コワカ・フラスタジオ

飯山中学校 吹奏楽部
シンフォニックウインズKAGAWA
閉会式

コミくじ抽選会

『あ米100g手げサl,』 チャレンジ 色

万̀
守
、あ11交 流室イペント 和 室

Ψυ
「お策席J500円

12:00～ 14:00

(飯山商茶道部)

●ふらつとTea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間を過ごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

いきいきまつりに出店します

地元農家さんの

新鮮野菜・多肉植物。日用品など

●パンの販売〔にじいろベーカリー】

10月 26日 (日 )
いきいきまつりに出店します

●

雲.●

10月 30日 (木 )
98寺 ヤ々10B寺

参力日費 :300円

締切
'):10月
24日 (金 )

●朝市。フリーマーケット

10月 26日 (日 )
鯵V

i」よ舜 ≧
f幕
ぎて.e

活
　
用
　
班

ヽ

　

、

こ



食ノ悽 床ゲツト

書

０一坤

0

一
●
、．．一
・

・

″

・

～

一

一

　

ヽ

′

・

一

(ll

宝赤fゃた募集中

三色丼
ノヾッと作れるよ !

彩りのよい定番どんぶり

宝
赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

■材料 (2人分)

鶏ひき肉………

や

”
糖

ん

さ
　
　
　
は

絹

卵

砂

ご -300g

しようゆ

みりん・

砂 糖

酒 ……

大さじ1

大さじ4

大さじ1

大さじ1

■作り方

0絹さやは筋を取り、塩少々を加えた熱湯で
サッと苅でく斜め細切

')に
する。

②溶きほぐした卵に砂糖を加え、油を熱した鍋に

入れ、箸で手早くかき混ぜ、炒り卵にする。
O鶏ひき肉に①を加えて水分がなくなるまで
炒り煮する。

0丼にど飯を盛り、①②③を彩りよく盛り付ける。

No.

061

武田 正巳さん

名原自治会

人当たりが良く几帳面 (奥様の談)、 徳島出身の89
歳の方です。

大阪で汽車製造会社に勤務の1964年、日本で初め

て開通する東海道新幹線の車両作製の手伝いに、東

京で約2年間滞在したそうです。東京オリンピッグに新

幹線の開通。日本の経済発展と共に歩んできた人生だ

と。その後、川重坂出の造船部門などに勤務。

退職後、友人に誘われて四国新間の写真教室に。そ

してサー

`フ

ル「フォトリ

`源

」の立ち上げに関わつたと。四

季の美しい風景や植物をカメラに収めようと、四国内

を中心に車で走り回つたそうです。サークルの友人か

ら情報を貫うとすぐその場所に。人とは違う構図を工

夫して。富山県五箇日」の室の風景は県展で入選したこ

とも。筋トレ教室には、作品が飾られています。

現在は、自分の体調に合わせて、散歩や奥様ととも

に鉢植えの植物の世話をしているそうです。

ベストショット

待ってま～す♪

●対象者

飯山南地区在住で、満3歳までの赤ちゃん

0ウト|■ Cさる),

赤ちゃんの父母または養育者
●耳,中 t′ Iヽみ

',ν

、

誕生月の前月1日までこ、件名を空赤ちゃん|

とし、下記の必要事項をこ垢己入のうえ、
メールまたは窓ロヘご持参ください。

●必安111曳
・赤ちゃんの氏名 (心、りがな)、

性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先
●眸ゞ■メールアトレス

図 hannan‐c@mf.pikara.nejp

予

広告募集
1枠 =タテ46mm×ヨコ43mm

郎
・

千1・
恥
．子ども茶会

「どうぞ」「お点前ちよ

うだいいたします」土曜

日の朝、和室から真父」な

子どもたちの声が間こえ

ます。今日は子ども茶会。

9人の小学生が4人の先生に4月から毎月2回のペー

スで年に20回ほど習つています。この子ども茶会は

◆のコミュニティセンダーができる前から始まり、もう

20年にもなるそうです。

ところで、茶の湯は奈良時代に伝わり、芸術として

確立したのが千利休だと言われています。一服の茶

を通してもてなす側ともてなされる側が心を通わせ、

その中で様々な美を追求する芸術ではないかと思い

ます。茶器や茶室はもちろんのこと、茶のたて方、飲む

時の作法、さらに立ち振る舞いなど、子どもたちは子

ども茶会で本当の美を矢[lらぬ間に身につけているよ

7病 凸発級蓬くん 3歳
1うょ

Ｌ

●
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1日 (水)

2日 (木 )

4日 (土)

8日 (水 )

15日 (水 )

16日 (木 )

19日 (日 )

20日 (月 )
22日 (水 )
23日 (木 )

一一一．
んぜ

生
,舌

だ
よ
り

一一“耳
，

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

歯
周
病
菌
は
血
液
の

流
れ
に
の
っ
て
全
身
に

ま
わ
り
、
糖
尿
病
や
脳

梗
塞

・
心
臓
病
等
を
悪

化
さ
せ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。
歯
肉
が
腫
れ
た
り
血
が
出
る

。

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る

・
よ
く
噛
め
な
い

等
の
症
状
が
あ
る
人
は
、　
一
度
歯
科
医

院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
２０

～
乃
歳
の
５
歳
節
目
の
人
を
対
象
に
無

料
の
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
対
象
の
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

命

↓↓
「丸亀市キッズウィーク(10/18～ 10/20)」 は、大人と子どもが一緒
にまとまった体日を過ごし、家族や地域の絆を深めようという丸亀

市の取り組みです。この機会に、児重センターの行事にもぜひ親子

でご参加ください !

★お知らせ★

10月26日 (日)飯山南コミュニ身 センターの「法の郷いきいきまつり」

I】鳳奎センダー職員がクラフトイ乍りで参加します。みんな来てね !

■                 '

「第42回飯山おじょも旗争奪少年軟式野球大会」

ピカピカデー

親子体操
マザーグース

《英語であそば/ハロウィンパレード》t■「11ィト,

避難・消末訓練

出前講座「じどせんのおねえさんといつしょ」

(飯山南コミュニティセンダーで)
・ツボ押しと体操
・獅子舞がやつてくる えほんダイム
・紙飛行機としゃばん玉であそぼう
・移動図書館かめまる号がやつてくる
・トライアングル《子育て相談》(■「iil'|)

定0々 S Octo♭ er

エ

♂
01

V

飯山少年野球クラブ

(子育て相談:子育てひろば「たんぱぽ」と共催)
25日 (土)…ファンダジー《倉」作紙芝居》

111月初めの行事】
1日 (土)・・・ピカピカデー

5日 (水)…避難・消火訓練
6日 (木)・…親子体操

シエアの部       ジュニアの部
【3位〕飯山少年野球クラブ 〔優勝】飯山少年野球クラブJr 東′JWit児重センター 盆 (0877)56-8778

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ご
協
力
の
お
願
い

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
掲
示
板
サ
イ
ト
に
個
人
情
報
が

掲
載
さ
れ
、
誹
謗
中
傷
の
被
害
に
遭
っ
た
り
卜

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
人
権
侵
害
を
受
け
た
と
き
は
、サ
イ
ト
管

理
者
な
ど
に
削
除
の
要
請
が
で
き
ま
す
。

最
寄
り
の
法
務
局
に
相
談
し
ま
し
ふ
つ
。

ピ

プ

ー

ゝ
葉

ヾ

！
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
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「法
の
郷
い
さ
い
き
ま
つ
り
２
０
２
５
」
で

飯
山
南
地
区
福
祉
マ
マ
が
、
チ
ャ
リ
テ
イ
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
〔
⊂
家
庭
で
不
要
な
未

使
用
の
贈
答
品
。日
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
＼

ぜ
ひ
、「
⊂
提
供
く
だ
さ
い
。

（食
料
品
。衣
料
品
・電
気
製
品
は
除
く
）

【受
付
期
間
】
１０
月
１８
国
（土
）ま
で

【受
付
場
所
】飯
山
南
コ
ミ
呈

一テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

【日
時
】
１１
月
１６
日
（日
）

８
時
～
脩
時

【行
き
先
】津
田
の
松
原

【参
加
費
天
奉
　
昌
⌒３
０
０
０

非
会
員
４
０
０
０
円

【定
員
】
４０
名

【申
込
】サ
ン
・ビ
レ
メ
ン
土
器
川 一

一
一
　

　

　

・　

　

中
「一，
一峙

一■，生
・」一

交
番
だ
よ
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

に
遭
わ
な
い
た
め
に

令
利
フ
年
フ
月

末
現
在
の
県
下
に

お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型

投
資
Ｔ

ロ
マ
ン
ス

詐
欺
の
被
害
認
知

件
数
は
、
１
６
フ
件
で
、
被
害
総
額
は
、

約
４０
億
８
０
０
万
円
と
な
り
＼
被
害
は
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

●
十
（プ
ラ
ス
）
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話
や

心
当
た
り
の
な
い
０
８
０
０
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
着
信
が
あ
る
。

●

警

察

が

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

等

の

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

連

絡

し
て
く
る
。

●
相
手
か
ら
指
定
さ
れ
た
□
座
が
個
人
名

義
で
あ

っ
た
り
、
指
定
回
座
を
コ
ロ
コ

□
変
え
て
き
た
り
す
る
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
広
告
で
、
絶
対
に
儲
か
る

な
ど
と
の
儲
け
話
を
う
た
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、　
一
旦
、

落
ち
着
き
＼
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
金

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盆
♯
９
１
１
０

皆
さ
ん

被
堂

に
遭
わ
な
い
た
め
に
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カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

ω

掲載ページ

凸
パンの日

10 ・ あいさつ運動(健康スポーツ部)
'Eく
     17(9 ・ 介護予防のための体操教室

2● 18o

30 19o ●にじいろカフェ紅山
・ 八幡神社秋季大察

40 ・ 避難行動要支援者避難訓練 (下法軍寺)0 201〕 体館日

50 21●

60 休館日 22o

7● ″E=    23●

80 ・ よつしや町医者セミナー lw    24 0

90 250 ・ 法の郷いきいきまつり2025ロ

100 26く〕・ 法の郷いきいきまつり2025o 出

110 270 休館日

28●

290

300 ●バ、らっとTea Time dttD

叫
かめまる号

>E 〔

青パト巡回日

>題己く

>Rく

11/16Θ・防災訓練(東小
'Iけ

・ 八坂神社秋季大祭

・ 健康ウォーク・ペタンク

スボーツの日

休館日

120

130

14● 休館日

150 ●じどせんのおねえさんといっしょ廻砂   >E宝     310
・ 健康相談廻D

166 ・ 敬老会参加申込締切 11/ 9Θ ・ 飯山南地区敬老会

11/220・ ふれあい食堂

８
月
２４
日
、〈フ
年
は
３
年
に

一
度
の
念
仏
踊

り
の
あ
た
り
年
で
滝
宮
神
社
、滝
宮
天
満
富
２

社
で
の
奉
納
。
そ
の
後
地
域
に
戻
り
、
八
幡
神

社
で
１２
年
ぶ
り
の
奉
納
を
行
い
ま
し
た
。
猛
暑

に
拘
ら
ず
多
く
の
参
拝
者
で
境
内
は
賑
わ
い
ま

し
た
。
社
殿
を
背
に
中
央
へ
大
鳥
毛
を
置
き
、
踊
り

場
両
端
に
笠
鉾
を
据
え
踊
り
場
の
設
営
、
入
庭

行
列
は
小
懺
を
持
ち
入
場
、小
踊
り
は
低
学
年

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
回
国
の
踊
り
は
「新
庭
」と
呼
び
、薙
刀
が

中
役
に
合
図
し
て
踊
り
が
始
ま
り
、
踊
り
に
合

わ
せ
て
念
仏
の
「地
」を
唱
え
る
。
坂
元
地
、川
原

地
の
二
手
に
分
か
れ
て
交
互
に
か
け
合
い
な
が

ら
〈お
な
あ
む
あ
―
み
ど
―
お
え
〉
〈お
　
な
あ

む
あ
―
み
の
お
え
〉
と
唱
え
、ほ
ら
貝
が
踊
り
の

終
わ
り
を
知
ら
せ
ま
す
。

２
回
国
の
踊
り
は
「中
庭
」
と
呼
び
、
「富
廻

（み
や
め
ぐ
り
と
で
奉
納
終
了
。
暑
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
下
畑
の
大
団
扇
掌
の
返
し
に
合
わ
せ

て
力
強
く
踊
る
姿
に
魅
了
さ
れ
た
良
き

一
時
で

し
た
。
午
後
の
東
坂
元
亀
山
神
社
で
あ
た
り
年

奉
納
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

念
仏
踊
は
昭
和
３４
年
旧
踊
り
組
（坂
本
組
）

と
し
て
の
奉
納
を
最
後
に
中
断
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、き子
保
年
間
の
記
録
に
残
る
奉
納

の
歴
史
を
重
ん
じ
文
化
の
継
承
を
図
る
と
い
う

総
意
の
も
と
「坂
本
念
仏
踊
保
存
会
」と
し
て
昭

和
％
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
香

川
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、役
員

関
係
者
が
、毎
年
、飯
山
中
学
校
生
徒
希
望
者

に
継
承
指
導
を
行
い
◆
国
に
至
っ
て
い
ま
す
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

〔発行・編集〕

飯山南コミュニティ広報委員会
https://hannan‐ c“net/

飯山南コミュニティセンター

〒762-0084 丸亀市飯山B戯 軍寺 1010-l  TetoFax 08フ ア‐98-2200
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